
 

 

 

 

 
 

成績のひと区切り「前期」が終了 
 

長崎市立小学校は３学期制をとっていますが、成績の区切りとしては、前期・後期の二区分で

実施する学校がほとんどになってきました。 

本校も数年前から、成績に関しては前期・後期で学習評価の総括を行い、児童・保護者の皆様

へお知らせをしています。 

今さらの感はありますが、「なぜ成績だけを前期・後期の二区分としているの？」について、

次の確認をさせていただきます。ご理解・ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
本日は、「前期 おわりの集会」と称した全校集会を行いました。 

校長からは、「１年間を駅伝に例え、４月から今日まで、自分が全力で走ってきた『たすき』

を、明日から３月までの後期の自分にしっかり渡すとき」という趣旨の話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 学習者用パソコンの活用も追い風となり、児童一人ひとりの個性や学習進度に応じた「学習の

個別化」や、興味・関心に応じた課題に取り組む「学習の個性化」などを取り入れた授業が多く

実施できるようになりました。そのため、それに対応する適切な学習評価が求められています。 

■ しかし、１学期や３学期は授業日数が少ないため、学習の個別化や個性化が進んでいくと、学

習評価を行うための基礎資料が十分には収集できません。 

■ そこで、三つの学期を区切りとした学習評価から、前期・後期を区切りとした学習評価に変更

し、より適切な学習評価となるよう努めることに変更しています。 

■ なお、通知表の回数を減らすことで、担任等は通知表作成にかけていた時間を子どもたちとの

コミュニケーション等の時間に充てることができるというメリットもあります。 
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ご家庭に届いた通知表、いかがだったでしょうか。努力したのに、まだ成果として表れてい

ないという部分もあったかもしれませんが、子どもたちが頑張った歩みをたくさん褒めてあげ

てください。「褒めて伸ばす」、子育ての基本の「き」ですね。どうぞよろしくお願いします。 


